














Ⅰ研究目的 

近年,小児白血病に対する集学治療の成果が実り,長期の寛解例が半数以上にみられるよう

になっている。治癒が期待される長期の寛解例には様々な程度の顕性および潜在性の晩期

障害が残存していることが推定される。これらの実体を解析し,治療との関連を明らかにし

てこの防止対策についての研究を進め,至適治療の確立に資する。 


